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重点 12 保護者・地域との協働の推進    ３ 学校運営協議会  

 

 

 
ね ら い 

平成 18 年度から，保護者・地域の皆さんと学校が一体となった新しい学校運営や効果

的な教育活動の実現を図るため，「コミュニティスクール（※）調査研究事業」を実施して

います。 

本市の進める「学校運営協議会」は，学校運営や教育活動の基本方針を示す「学校づく

りビジョン」の承認を行う，学校の運営に関する事項について意見を述べるという権限を

持ち，一定の責任を担って学校運営に参画しています。 

 ※ 置
 

 

現状と課題 

○ モデル校が実施した保護者・生徒アンケートよ

ここでは，学校・保護者・地域が協働して取り組む活

 ＜グラフ①＞中部西小学校保護者アンケートより
「学校は参加参画型の教育活動や体験活動の充実に力を
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 ＜グラフ②＞八郷小学校保護者アンケートより
「学校・家庭・地域が協力・連携して、子どもの教育や安全

23

29

38

65

63

55

0 20 40 60 8

H.18

H.19

H.20

年度

 

 

 

 

 

 

 

 
「地域や保護者に授業や行事などを参観していただくことは
＜グラフ③＞中部中学校生徒アンケートより
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・  グラフ③にも見られるとおり，教職員以外の大人が

いただいたり，声をかけていただいたりすることは，

働いているものと考えられます。  

・   3 校ともコミュニティスクールの調査研究を始めた

の結果の方が高い評価を得ています。 
コミュニティスクールとは，「学校運営協議会」が設
されている学校の通称です。 

り 

動に関係する項目を掲載します。         
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学校に入り，子どもたちの活動を見守って

児童・生徒にとってプラスの環境となって

平成 18 年度の結果に比べ，2 年目，3 年目
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 ○ コミュニティスクールの取組の主な成果 

 ＜学校教育活動の充実＞ 

・ 保護者・地域の皆さんの思いや願いに触れる機会が増え，教職員の意識改革が進んでいます。  

＜保護者の信頼度の高まり＞ 

・ 保護者・地域の皆さんのニーズが学校運営・教育活動に迅速に反映され，学校への信頼度が高

まっています。 

・ たくさんの支援を受け，教育活動が充実してきたことで，子どもが楽しく学校生活を送ってお

り，保護者の学校への満足度も高くなっています。 

＜地域への波及効果＞ 

・ 学校運営協議会の活動を通じて，地域の皆さんと子どもたちとの仲がよくなったり，保護者の

皆さんと心安くなったり，地域のコミュニケーションがよくなってきています。 

・ 地域の皆さんからは，学校にかかわることで，自分たちの持っている経験や技能を子どもたち

に伝えることができ，社会に貢献できると喜ばれています。 

＜学校運営協議会の充実＞ 

・ 学校運営協議会の活動を通して，学校，保護者・地域の皆さんが，共に学校づくりを進める当

事者として，それぞれが担う役割について理解し，学校運営に参画するとともに教育活動への支

援を行っています。 

 

 

 

今後の改善方針 

○ 調査研究事業は本年度をもって終了しますが，モデル校 3 校はコミュニティスクール

運営推進校として，引き続き取組を進めていきます。また，新たに推進校を 2 校程度公

募します。 

○ コミュニティスクールの運営をより効果的なものにするため，教育委員会として「学

校運営協議会に委譲する権限」や「学校の裁量権」をどこまで付与するのかといった課

題について整理し，本市の実情にあった運営協議会に係る規則を整備していきます。 

○ モデル校 3 校の調査研究の成果をまとめ，学校関係者や市民の皆さんに紹介していき

ます。 

 

地域の教育力を生かした特色ある教育活動 

本市の進める「学校運営協議会」では，「学校づくりビジョン」の達成に 

向け，さまざまな提言を行うとともに，学校だけでは十分に取り組むこと 

ができない活動について地域との連携を強め，地域の教育力を活用した活 

動や支援を組織的に行っています。 

＜中部中学校＞ 「地域スペシャリスト授業」 

地域との連携が広がり，地域在住の「その道の達人」を講師とした授業を行っ 

ています。このことで地域の伝統文化にふれたり，その人の生き方について考え 

を深めたりするよい機会となっています。 

＜中部西小学校＞ ｢参加参画型授業｣  

授業の中で子どもたちと地域住民などとが一緒に活動し，より充実した学習が 

展開されるよう事前の計画から教師と地域住民・保護者が話し合いを行って授業 

に臨み，教育効果を高めるとともに学校への理解も深まっています。 

＜八郷小学校＞「地域で学び，地域から学ぶ」 

教員では伝えることができない経験や技能を持っている地域の人が学習支援や 

クラブの指導に当たり，さまざまな場面で体験的な学習等が展開されています。 
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モデル校におけるコミュニティスクールの組織体制 

 

＜中部中学校＞ 

学校運営協議会からの提言を学校運営や教育活動に迅速に反映する仕組みづくり 

学校づくりビジョンと学校運営協議会を一体

化するために，学校組織（校務分掌）を 5 部会

に改革しました。 

学校運営協議会に各推進部長が参加してお

り，協議会からの提言を学校運営や教育活動に

すばやく反映しています。 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

＜中部西小学校＞ 

 学校・家庭・地域への提言機関としての学校参画委員会の仕組みづくり  
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提言機関としてより機能的な組織とするた

，方向性の検討，学校づくりビジョン等の

認，学校関係者評価等を行う「委員会」と

域・保護者・学校の三者による具体的な話

た。 

中部西小学校では，学校運営協議会の名称を学校参

委員会としています。また，その通称を「トライア
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郷小学校＞ 

や保護者の皆さんの支援を受けて教育活動を充実する仕組みづくり 

 

 

 

 

        

平成 17 年度に「八郷小校区地域学校連絡

議会」を設立し，既存の地域団体の支援

受け，教育活動の充実を図ってきまし

。この組織を「学校運営協議会」に移行

ました。 

「学校運営協議会」内には，組織の核と

る「学校運営委員会」と学校の応援団，

校支援の実働部隊となる「拡大委員会」

設置しました。 

グル」としています。 

 


